
 

 

 
報道関係各位 

2009 年 11 月 6 日 刊プレスリリース 新  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

創刊３８年、“世界の「声」で生きた英語を学ぶ” 月刊誌 

『イングリッシュ・ジャーナル』  
12 月号は、一冊丸ごとイギリス英語！ 元オアシスのノエル・ギャラガーも登場 

 
＜２００９年 11月 6日（金）発売＞ 

株式会社アルク（東京都杉並区永福 代表：平本 照麿）より、CD付き英語学習月刊誌『ENGLISH JOURNAL（イング

リッシュ・ジャーナル）』最新号のご案内を申し上げます。近年、数多くのメディアを通して、さまざまな英語に触れる

機会が増えてきました。その中で、イギリスの文化や歴史が好き！ だから本場のイギリス英語が話せるようになり

たい！という英語学習者も増えてきています。今号では、イギリス現地で収録した生の音源を素材に、学習者の憧

れの対象となるいわゆるクイーンズ・イングリッシュ（容認発音）からディープなスコットランド訛りまで幅広いイギリス

英語に耳を傾け、その魅力と実態について学習します。 

【本体】1,400 円（税込 1,470 円）  

【サイズ】B5 判 

【雑誌コード】01625-12 

2009 年 11 月 6 日より 

全国の書店、オンラインショップにて発売開始 

▼ CD 収録インタビュー 
 
1◇ノエル・ギャラガー（元オアシス） 
イギリスの伝説的ロックバンド、オアシス。メンバーのギャラガー兄弟

の不仲説は有名でしたが、とうとうこの８月に兄ノエルが公式に脱退

を表明。このインタビューは脱退前のノエルが、音楽づくりから政治、

日常生活まで赤裸々に語った貴重な一本です。 
 
2◇リチャード・テイラー（BBC『クリック』プロデューサー） 
BBC のハイテク情報番組「クリック」が、いかに大手 IT 企業のエンジ

ニアからローテクな英国国民たちをも取り込んだか、番組の魅力に

迫ります。 
 

3◇ スーザン・ファーガソン 

(スコットランド観光局旅行アドバイザー) 

グラスゴーの観光局勤務のファーガソンさんが、グラスゴーの魅力と

スコットランド民謡、「蛍の光」の原作者ロバート・バーンズについて、

魅力的なスコットランド英語で解説します。 
 
※上記インタビューは、日本語のコラム、英文スクリプト、日本語訳、語注付き。

本編の前後に、理解を深めるクイズが収録されています。 

見本誌のご請求、本リリースについての
お問合せは下記までご連絡ください。 
株式会社アルク 広報部 （担当：河合） 

電話：03-3323-3521 e-mail: menet@alc.co.jp  

＜本誌表紙＞ ▼ 特集：ロンドン＆スコットランド現地収録  

イギリス英語 徹底聞き比べ！ 
 
ロンドンとスコットランド（グラスゴー）で現地収録した、市井の人々の

生インタビューを素材に、ロンドンの英語とスコットランドの英語の違い

を学習します。地域によって、あるいは話し手の生まれ育ったバックグ

ランドや社会的立場によって、イギリス英語にはいかに幅広いバリエ

ーションがあるか、あなたの耳で確かめてみてください。 

 

■特別企画■ 

「今年こそ間に合わせる！ クリスマス＆ニューイヤーズ・カード」 
E メールが主流のいまだからこそ、手書きのカードは相手に強い印象を与える

もの。本誌ではクリスチャン向けと、それ以外の宗派向け、さらにプライベー

ト、仕事、どちらでも OK といった３つのカテゴリー別に、すぐに使えるメッセー

ジをご紹介します。さあ、特別なあの人にカードを送りましょう！ 

 

「『鳩山英語』をネイティブチェック!?」 

9 月に国連ニューヨーク本部で行われた国連気候変動首脳会合での、鳩山総

理大臣の“25％削減“演説を丸ごと掲載、和訳と注釈付きで紹介し、さらに日

本人英語に関する著書を数多く持つデビッド・セインさんが、鳩山英語をネイ

ティブスピーカーの視点から斬りました。さて、その評価やいかに？  


